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アプライアンスの設定の概要
次の 2 つのモードのいずれかを使用して、アプライアンスをネットワークに展開できます。

• スタンドアロン：すべての機能を提供する単一のノードとして。このオプションは通常、
初期展開、テスト展開、小規模なネットワーク環境での使用に適しています。初期展開で
スタンドアロンモードを選択した場合は、後でクラスターを形成するためにアプライアン
スを追加できます。スタンドアロンホストの設定時には、クラスター内の最初のノード、
つまりプライマリーノードとして設定されていることを確認してください。

• クラスタ：3 ノードクラスタに属するノードとして。このモードでは、すべてのサービス
とデータがホスト間で共有されます。これは、大規模な展開で推奨されるオプションで
す。初期展開でクラスターモードを選択した場合は、セカンダリーノードの設定に進む前
に、プライマリーノードの設定を完了してください。

続行するには、次のタスクを完了します。

1. クラスタのプライマリノードを設定します。Maglevウィザードを使用したプライマリノー
ドの設定 （3 ページ） を参照してください。

2. 3 つのアプライアンスを設置し、クラスタに 2 番目と 3 番目のノードを追加する場合、
「Maglev ウィザードを使用したセカンダリノードの設定 （27 ページ）」を参照してくだ
さい。
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IPv4 および IPv6 の考慮事項
Catalyst Center および IPv4/IPv6 アドレッシングに関する次の点を理解してください。

• Catalyst Center は、デュアル スタック アドレッシング（IPv4 と IPv6 の両方のアドレッシ
ングを同時に使用）をサポートしていません。

• あるアドレス方式から別のアドレス方式に切り替えるには、アプライアンスのイメージの
再作成を実行する必要があります。

• IPv4 を使用するアプライアンスから IPv6 を使用するアプライアンスにバックアップファ
イルを復元することはできません。その逆も同様です。

• アプライアンスが IPv6 アドレッシングを使用している場合、サポートされていない機能
の説明は、『Release Notes for Cisco Catalyst Center』の「IPv6 Limitations」のセクションを
参照してください。

パスワードの考慮事項
これらのトピックを参照して、Catalyst Center のパスワード実装の説明を確認してください。

• パスワードポリシー

• パスワード要件

VLAN モードの考慮事項
VLAN モードについては次の詳細を考慮してください。

• VLAN モードの説明については、Maglev ウィザードを使用したプライマリノードの設定
（3 ページ） を参照してください。

• VLAN モード：

• Maglev 設定ウィザードを使用して Catalyst Center アプライアンスを設定する場合にの
み有効にできます。

• ブラウザベースの構成ウィザードを使用して有効にすることはできません。

• アプライアンスを再イメージ化せずに無効にすることはできません。

• ディザスタリカバリは、VLAN モードが有効になっている Catalyst Center 展開ではサポー
トされません。
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Maglev ウィザードを使用したプライマリノードの設定
最初にインストールされたアプライアンスをプライマリノードとして設定するには、次の手順
を実行します。最初のアプライアンスは、スタンドアロンとして運用するか、またはクラスタ
の一部として運用するかにかかわらず、常にプライマリノードとして設定する必要がありま
す。

すでにプライマリノードがある既存のクラスタのセカンダリノードとしてインストールされた
アプライアンスを設定する場合には、代わりにMaglev ウィザードを使用したセカンダリノー
ドの設定 （27 ページ）に記載されている手順を実行します。

• この手順の実行中に入力するすべての IP アドレスが有効なネットマスクを持つ有効なア
ドレスであることを確認してください。また、アドレスと対応するサブネットが重複して
いないことを確認してください。重複している場合、サービスの通信の問題が発生する可
能性があります。

• 3 ノードクラスターでアプライアンスを設定する前に、それらのアプライアンスからログ
アウトします。ログインしたままにしている場合、クラスターのアプライアンスを設定
し、Catalyst Center に最初にログインした後に、ネットワークデバイスを検出してテレメ
トリを有効にするために使用するクイックスタートワークフローが開始されません。

重要

始める前に

次の前提条件を満たしていることを確認してください。

• 「必要な IP アドレスおよびサブネット」および「必須の設定情報」で指定されているす
べての情報を収集したこと。

• 「アプライアンスのインストールワークフロー」の説明に従って、1番目のアプライアン
スを設置したこと。

• 「Cisco Integrated Management Controller に対するブラウザアクセスの有効化」の説明に従っ
て、プライマリノードで Cisco IMC に対するブラウザのアクセス権が設定されたこと。

• 事前設定タスクの実行 の説明に従って、プライマリ ノード アプライアンスのポートとそ
れらのポートによって使用されるスイッチが適切に設定されていること。

• 互換性のあるブラウザを使用していることを確認済みであること。互換性のあるブラウザ
の一覧については、インストールしている Catalyst Center のリリースに対応するリリース
ノートドキュメントを参照してください。

• 次の手順で指定するデフォルトゲートウェイおよび DNS サーバーと Catalyst Center の間の
ファイアウォールで ICMP が許可されていること。Maglev 設定ウィザードでは ping を使
用して、ユーザが指定したゲートウェイおよび DNS サーバを確認します。
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ICMP が有効になっておらず、ファイアウォールが設置されてい
る場合、ping がブロックされる可能性があります。これにより、
ウィザードを完了できなくなります。

注意

手順

ステップ 1 お使いのブラウザで、実行した Cisco IMC GUI 設定で設定した Cisco IMC の IP アドレスをポイントし、
Cisco IMC ユーザーとして Cisco IMC GUI にログインします（Cisco Integrated Management Controller に対
するブラウザアクセスの有効化 を参照）。

ログインが成功すると、アプライアンスに Cisco Integrated Management Controller Chassis Summary ウィ
ンドウが、上部のハイパーリンクメニューとともに表示されます。

ステップ 2 ハイパーリンクメニューで [Launch KVM] を選択してから [HTML-based KVM] を選択します。

KVM コンソールが別ウィンドウまたはタブで自動的に開きます。KVM コンソールを使用して、設定の
進行状況をモニターし、Maglev 構成ウィザードのプロンプトに応答します。

ステップ 3 KVM が表示されたら、次のいずれかを選択してアプライアンスをリブートします。

• メインの Cisco IMC GUI ブラウザウィンドウで、[Host Power] > [Power Cycle] を選択し、KVM コン
ソールに切り替えて続行します。

• KVM コンソールで、[Power] > [Power Cycle System (cold boot)] を選択します。

アプライアンスをリブートするかどうかの確認を求められたら、[OK] をクリックします。

リブートメッセージが表示された後、KVM コンソールに [Static IP Configuration] 画面が表示されます。
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ステップ 4 [Skip] をクリックします。

KVM コンソールに Maglev 構成ウィザードのウェルカム画面が表示されます。
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（注）
DHCP サーバーによってアプライアンスのエンタープライズ インターフェイスに割り当てられた IP アド
レス、サブネットマスク、およびデフォルトゲートウェイを使用せずに、ブラウザベースのウィザード
のいずれかを使用してアプライアンスを構成するユーザーのみ、この画面を完了する必要があります。

ステップ 5 プライマリノードの設定を開始するには、[Start a Catalyst Center Cluster] を選択します。

画面が更新されます。

ステップ 6 次のオプションのいずれか 1 つを選択します。

• [Start using DNAC pre manufactured cluster]：デフォルトの設定でアプライアンスを設定するには、
このオプションを選択します。

• クラスタ内インターフェイスの IP アドレス：169.254.6.66

• クラスタ内インターフェイスのサブネットマスク：255.255.255.128

• コンテナサブネット：169.254.32.0/20

• クラスタサブネット：169.254.48.0/20

• IPv4 アドレス指定

• 管理スーパーユーザーのパスワード：P@ssword9

これらの設定は変更できない ため、使用する場合にのみこのオプションを選択してください。

重要
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このオプションは、新しい Catalyst Center アプライアンスを設定する場合にのみ使用できます。アプ
ライアンスのイメージを再作成する場合、[Start configuration of DNAC in advanced mode] オプショ
ンを選択してウィザードの操作を続行します。

• [Start configuration of DNAC in advanced mode]：前述の箇条書きにリストされている 1 つ以上のデ
フォルト設定を使用しないアプライアンスを設定するには、このオプションを選択します。アプラ
イアンスで IPv6 アドレッシングを使用する場合も、このオプションを選択します。

画面が更新されます。

ステップ 7 次の手順を実行し、[next>>] をクリックして続行します。

a) Catalyst Center アプライアンスで実行されているアプリケーションとサービスが IPv4 または IPv6 ア
ドレッシングを使用するかどうかを指定します。

b) （任意） Catalyst Center アプライアンスで FIPS モードを有効にするには、[Enable FIPS Mode] チェッ
クボックスをオンにします。

アプライアンスで FIPS モードを有効にする際の注意事項については、FIPS モードのサポート （26
ページ）を参照してください。

重要
次のウィザード画面では、[VLAN mode] 機能を有効にできます。このモードが有効になると、アプライ
アンスのエンタープライズ インターフェイスのプライマリインスタンスとセカンダリインスタンスの両
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方を使用してネットワークに接続する、単一の結合インターフェイスが作成されます。この機能は通常
使用されません。Catalyst Center 展開で必要な場合にのみ有効にしてください。

• この場合は、次の手順を実行します。

• それ以外の場合は、次のウィザード画面で何も選択せずに [next>>] をクリックします。このガイド
で前述した NIC ボンディング機能は、ウィザードの [Enterprise] および [Intracluster] インターフェイ
ス構成画面で有効にできます。

ステップ 8 （オプション）画面の指示に従って、アプライアンスのレイヤ 2 ポートチャネルモード（VLAN タグ付
き）を有効にします。選択したら、[next>>] をクリックして続行します。

a) [VLAN mode] オプションを選択して dot1q/VLAN トランキングを有効にし、アプライアンスのエン
タープライズ、クラスター、管理、およびインターネットインターフェイスを、結合されたインター
フェイス上にある VLAN サブインターフェイスに変換します（次の図を参照）。デフォルトでは、
このインターフェイスはアクティブ バックアップ モード（HA を有効にする）で動作します。

Maglev ウィザードを使用したアプライアンスの設定
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b) 代わりにこのインターフェイスを [LACP]モード（ロードバランシングとより高い帯域幅を有効にす
る）で動作させる場合は、LACP オプションも選択する必要があります。

c) アプライアンスのエンタープライズおよびクラスタインターフェイスの設定を入力するときは、仮
想結合インターフェイスで設定するサブインターフェイスの [VLAN ID of Interface] フィールドに一
意の VLAN ID を入力してください。

重要
1 つの物理アプライアンス インターフェイス（エンタープライズ インターフェイス）が接続されている
場合でも、仮想結合インターフェイスに存在するすべてのサブインターフェイスを設定できます。

ウィザードでは、アプライアンス上のすべてのポートが検出され、次の順序で 1 つずつ別の画面に表示
されます。

1. （必須）10 Gbps エンタープライズポート—ネットワークアダプタ #1

2. （必須）10 Gbps クラスターポート—ネットワークアダプタ #2

3. （任意）1 Gbps/10 Gbps 管理ポート—ネットワークアダプタ #3

4. （任意）1 Gbps/10 Gbps インターネットポート—ネットワークアダプタ #4

設定の過程でウィザードがエンタープライズポートとクラスタポートのいずれかまたは両方を表示でき
ない場合は、これらのポートが機能していないか、または無効になっている可能性があります。Catalyst
Center 機能にはこの 2 つのポートが必要です。機能していないことが判明した場合には、[cancel] を選択
し、すぐに設定を終了します。設定を再開したり、Cisco Technical Assistance Center に連絡したりする前
に、「事前設定タスクの実行」に記載されているすべての手順が完了していることを確認してください。

ステップ 9 ウィザードにより、最初に 10 Gbps エンタープライズポートが NETWORK ADAPTER #1 として表示さ
れます。「インターフェイスケーブル接続」で説明されているとおり、これは、アプライアンスをエン
タープライズ ネットワークにリンクするために必要なポートです。この目的に適したホスト IP アドレ
ス、ネットマスク、およびその他の値を適用します（入力する値については、「必要な IP アドレスおよ
びサブネット」と「必須の設定情報」を参照してください）。
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次の表に NETWORK ADAPTER #1 に入力する設定値を示します。

表 1 : ネットワークアダプタ #1 のプライマリノードエントリ：10 Gbps エンタープライズポート

エンタープライズポートの IPアドレスを入力します。これは必須です。[Host IPv4/IPv6 Address] フィー
ルド

次のいずれか 1 つのタスクを実行します。

• IPv4アドレッシングを選択した場合は、ポートの IPアドレスのネッ
トマスクを入力します。これは必須です。

• IPv6アドレッシングを選択した場合は、プレフィックス長（ビット
単位）を入力します。有効な値の範囲は 10 ～ 127 です。

[IPv4 Netmask/IPv6 Prefix
Length] フィールド

ポートに使用するデフォルトゲートウェイの IP アドレスを入力してく
ださい。

重要
アプライアンスの少なくとも 1 つのインターフェイスに対してデフォ
ルトゲートウェイ IP アドレスを入力してください。入力しないと、設
定ウィザードを完了できません。

[Default Gateway IPv4/IPv6
Address] フィールド
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優先 DNS サーバの IP アドレスを入力します。複数の DNS サーバを入
力する場合には、リスト内の IP アドレスをスペースで区切ります。

重要
クラスタ内の各アプライアンスに対して、最大 3 つの DNS サーバを設
定します。アプライアンスに対して 3 つを超える DNS サーバを設定す
ると、問題が発生する可能性があります。

[IPv4/IPv6 DNS Servers] フィー
ルド

1 つ以上のスタティックルートをスペースで区切り、<ネットワーク>/<
ネットマスク>/<ゲートウェイ> の形式で入力します。これは通常、
Catalyst Center 管理ポートでのみ必要です。

[IPv4/IPv6 Static Routes] フィー
ルド

前の手順で有効にした結合インターフェイスのVLANIDを入力します。
有効にしていない場合、このフィールドは表示されません。

[VLAN ID of Interface] フィー
ルド

このフィールドは空欄のままにします。この操作はクラスタポートでの
み必要になります。

[Cluster Link] フィールド

次のいずれか 1 つのタスクを実行します。

• このフィールドを空白のままにすると、ポートはアクティブ/バック
アップモードで動作します。このモードでは、2 つのイーサネット
インターフェイスを 1 つの論理チャネルに集約することで、耐障害
性が提供されます。現在アクティブなインターフェイスがダウンす
ると、他のインターフェイスが代わりにアクティブになります。

• このポートの [LACP] モードを有効にするには、このチェックボッ
クスをオンにします。このモードでは、同じ速度とデュプレックス
設定を共有する 2 つのイーサネット インターフェイスが 1 つの論理
チャネルに集約されます。これにより、ロードバランシングとより
高い帯域幅が提供されます。

Catalyst Center の NIC ボンディングの実装に関する詳細については、NIC
ボンディングの概要を参照してください。

（注）
このフィールドは、前の手順でオプションを選択しなかった場合に表
示されます。

[LACP Mode] フィールド

設定値の入力が完了したら、[next>>] をクリックして続行します。入力した値がウィザードによって検
証され、正しくない値が含まれていた場合にはエラーメッセージが表示されます。エラーメッセージが
表示された場合には、入力した値が正しいことを確認してから、再入力します。必要に応じて [<< back]
をクリックして再入力します。

ステップ 10 入力したエンタープライズポート値の検証が成功すると、ウィザードに 10 Gbps クラスターポートが
NETWORKADAPTER#2として表示されます。「インターフェイスケーブル接続」で説明したように、
このポートはアプライアンスをクラスタにリンクするために使用されるため、ホスト IP アドレス、ネッ
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トマスク、およびこの目的に適した他の値を適用します（入力する値については、「必要な IP アドレス
およびサブネット」と「必須の設定情報」を参照してください）。

次の表に NETWORK ADAPTER #2 に入力する設定値を示します。

表 2 : ネットワークアダプタ #2 のプライマリノードエントリ：10 Gbps クラスターポート

クラスタポートの IP アドレスを入力します。これは必須です。クラス
ターポートのアドレスは後で変更できません。

（注）
以前に [Start using DNAC pre manufactured cluster] オプションを選択した
場合、[169.254.6.66] がこのフィールドにすでに設定されているため、
別のアドレスを入力することはできません。

[Host IPv4/IPv6 address] フィー
ルド

Maglev ウィザードを使用したアプライアンスの設定
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次のいずれか 1 つのタスクを実行します。

• IPv4アドレッシングを選択した場合は、ポートの IPアドレスのネッ
トマスクを入力します。これは必須です。

（注）
以前に [Start using DNAC pre manufactured cluster] オプションを選択
した場合、[255.255.255.128] がこのフィールドにすでに設定されて
いるため、別のネットマスクを入力することはできません。

• IPv6アドレッシングを選択した場合は、プレフィックス長（ビット
単位）を入力します。有効な値の範囲は 10 ～ 127 です。

[IPv4 Netmask/IPv6 Prefix
Length] フィールド

ポートに使用するデフォルトゲートウェイの IP アドレスを入力してく
ださい。

重要
アプライアンスの少なくとも 1 つのインターフェイスに対してデフォ
ルトゲートウェイ IP アドレスを入力してください。入力しないと、設
定ウィザードを完了できません。

[Default Gateway IPv4/IPv6
address] フィールド

優先 DNS サーバの IP アドレスを入力します。複数の DNS サーバを入
力する場合には、リスト内の IP アドレスをスペースで区切ります。

重要
クラスタ内の各アプライアンスに対して、最大 3 つの DNS サーバを設
定します。アプライアンスに対して 3 つを超える DNS サーバを設定す
ると、問題が発生する可能性があります。

[IPv4/IPv6 DNS Servers] フィー
ルド

1 つ以上のスタティックルートをスペースで区切り、<ネットワーク>/<
ネットマスク>/<ゲートウェイ>の形式で入力します。これは通常、管理
ポートでのみ必要です。

[IPv4/IPv6 Static Routes] フィー
ルド

このポートが Catalyst Center クラスタへのリンクであるとして設定する
には、このチェックボックスをオンにします。この操作はクラスタポー
トでのみ必要になります。

[Cluster Link] フィールド

Maglev ウィザードを使用したアプライアンスの設定
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次のいずれか 1 つのタスクを実行します。

• このフィールドを空白のままにすると、ポートはアクティブ/バック
アップモードで動作します。このモードでは、2 つのイーサネット
インターフェイスを 1 つの論理チャネルに集約することで、耐障害
性が提供されます。現在アクティブなインターフェイスがダウンす
ると、他のインターフェイスが代わりにアクティブになります。

• このポートの [LACP] モードを有効にするには、このチェックボッ
クスをオンにします。このモードでは、同じ速度とデュプレックス
設定を共有する 2 つのイーサネット インターフェイスが 1 つの論理
チャネルに集約されます。これにより、ロードバランシングとより
高い帯域幅が提供されます。

Catalyst Center の NIC ボンディングの実装に関する詳細については、NIC
ボンディングの概要を参照してください。

（注）
• このフィールドは、ステップ 8 でオプションを選択しなかった場

合に表示されます。

• アプライアンスの初期設定時に、アプライアンスのインタークラ
スターインターフェイスでのみ LACP モードを有効にできます。

[LACP Mode] フィールド

必要な情報を入力したら、[next>>] をクリックして続行します。以前の画面でしたように、検証エラー
を修正します。ネットワークアダプタの設定がウィザードによって検証され、適用されます。

ステップ 11 入力したクラスターポート値の検証が成功すると、ウィザードに1Gbps/10Gbps管理ポートがNETWORK
ADAPTER #3 として表示されます。インターフェイスケーブル接続で説明されているとおり、このポー
トは管理ネットワークからCatalystCenterGUIにアクセスするために使用されます。この目的に適したホ
スト IP アドレス、ネットマスク、およびその他の値を適用します（入力する値については、「必要な IP
アドレスおよびサブネット」と「必須の設定情報」を参照してください）。

Maglev ウィザードを使用したアプライアンスの設定
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次の表に NETWORK ADAPTER #3 に入力する設定値を示します。

必要な情報を入力したら、[next>>] をクリックして続行します。以前の画面でしたように、検証エラー
を修正します。ネットワークアダプタの設定がウィザードによって検証され、適用されます。

表 3 : ネットワークアダプタ #3 のプライマリノードエントリ：1 Gbps/10 Gbps 管理ポート

管理ポートの IP アドレスを入力します。これは、このポートを使用し
て管理ネットワークから Catalyst Center GUI にアクセスする場合にのみ
必要です。それ以外の場合は、空白のままにします。

[Host IPv4/IPv6 address] フィー
ルド

IP アドレスを入力した場合は、次のいずれかのタスクを実行します。

• IPv4アドレッシングを選択した場合は、ポートの IPアドレスのネッ
トマスクを入力します。これは必須です。

• IPv6アドレッシングを選択した場合は、プレフィックス長（ビット
単位）を入力します。有効な値の範囲は 10 ～ 127 です。

[IPv4 Netmask/IPv6 Prefix
Length] フィールド

Maglev ウィザードを使用したアプライアンスの設定
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ポートに使用するデフォルトゲートウェイの IP アドレスを入力してく
ださい。

重要
アプライアンスの少なくとも 1 つのインターフェイスに対してデフォ
ルトゲートウェイ IP アドレスを入力してください。入力しないと、設
定ウィザードを完了できません。

[Default Gateway IPv4/IPv6
address] フィールド

優先 DNS サーバの IP アドレスを入力します。複数の DNS サーバを入
力する場合には、リスト内の IP アドレスをスペースで区切ります。

重要
• NTP の場合、CatalystCenterと NTP サーバの間のポート 123（UDP）

が開いていることを確認します。

• クラスタ内の各アプライアンスに対して、最大 3 つの DNS サーバ
を設定します。アプライアンスに対して 3 つを超える DNS サーバ
を設定すると、問題が発生する可能性があります。

[IPv4/IPv6 DNS Servers] フィー
ルド

1 つ以上のスタティックルートをスペースで区切り、<ネットワーク>/<
ネットマスク>/<ゲートウェイ> の形式で入力します。

[IPv4/IPv6 Static Routes] フィー
ルド

このフィールドは空欄のままにします。この操作はクラスタポートでの
み必要になります。

[Cluster Link] フィールド

ステップ 12 入力した管理ポート値の検証が成功すると、ウィザードに 1 Gbps/10 Gbps インターネットポートが
[NETWORK ADAPTER #4] として表示されます。「インターフェイスケーブル接続」で説明されている
とおり、このポートは、アプライアンスをインターネットにリンクする際、10 Gbps エンタープライズ
ポート経由でアプライアンスをリンクできない場合に使用されるオプションのポートです。この目的に
適したホスト IP アドレス、ネットマスク、およびその他の値を適用します（入力する値については、
「必要な IP アドレスおよびサブネット」と「必須の設定情報」を参照してください）。
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次の表に NETWORK ADAPTER #4 に入力する設定値を示します。

表 4 : ネットワークアダプタ #4 のプライマリノードエントリ：1 Gbps/10 Gbps インターネットポート

インターネットポートの IPアドレスを入力します。この操作はインター
ネット接続にインターネットポートを使用している場合にのみ必要で
す。それ以外の場合は、空白のままにできます。

[Host IPv4/IPv6 address] フィー
ルド

IP アドレスを入力した場合は、次のいずれかのタスクを実行します。

• IPv4アドレッシングを選択した場合は、ポートの IPアドレスのネッ
トマスクを入力します。これは必須です。

• IPv6アドレッシングを選択した場合は、プレフィックス長（ビット
単位）を入力します。有効な値の範囲は 10 ～ 127 です。

[IPv4 Netmask/IPv6 Prefix
Length] フィールド

インターネットポートに使用するデフォルトゲートウェイの IP アドレ
スを入力します。

重要
アプライアンスの少なくとも 1 つのインターフェイスに対してデフォ
ルトゲートウェイ IP アドレスを入力してください。入力しないと、設
定ウィザードを完了できません。

[Default Gateway IPv4/IPv6
address] フィールド

Maglev ウィザードを使用したアプライアンスの設定
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優先 DNS サーバの IP アドレスを入力します。複数の DNS サーバを入
力する場合には、リスト内の IP アドレスをスペースで区切ります。

重要
クラスタ内の各アプライアンスに対して、最大 3 つの DNS サーバを設
定します。アプライアンスに対して 3 つを超える DNS サーバを設定す
ると、問題が発生する可能性があります。

[IPv4/IPv6 DNS Servers] フィー
ルド

1 つ以上のスタティックルートをスペースで区切り、<ネットワーク>/<
ネットマスク>/<ゲートウェイ>の形式で入力します。これは通常、管理
ポートでのみ必要です。

[IPv4/IPv6 Static Routes] フィー
ルド

このフィールドは空欄のままにします。この操作はクラスタポートでの
み必要になります。

[Cluster Link] フィールド

必要な情報を入力したら、[next>>] をクリックして続行します。以前の画面でしたように、検証エラー
を修正します。ネットワークアダプタの設定がウィザードによって検証され、適用されます。

ステップ 13 ネットワークアダプタの設定が完了すると、次に示すように、ユーザーの使用する [NETWORKPROXY]
の設定値を入力するようウィザードから求められます。

次の表に示すように [NETWORK PROXY] の設定値を入力します。

Maglev ウィザードを使用したアプライアンスの設定
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